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次世代農林水産業創造技術

1班：脳機能活性化

2班：身体・食品機能研究

3班：時間栄養・運動レシピ開発

4班：ホメオスタシス多視点評価システム開発

5班：微細藻類による有用物質生産と次世代水産業創出

次世代機能性農林水産物・食品の開発

【三坂 巧（東京大学）】

【佐藤隆一郎（東京大学）】

【柴田重信（早稲田大学）】

【杣源一郎（自然免疫制御技術研究組合）】

【石原賢司（中央水研）】

研究者総数 193人/参画企業 50社

SIP「次世代農林水産業創造技術」
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2019-03-08
資料５



次世代機能性農林水産物・食品の開発の成果概要

・ロスマリン酸(しそ・ハーブ） ・ノビレチン（柑橘類） ・プロシアニジン（リンゴ、黒豆） ・テアフラビン（茶）
・γ-オリザノール（玄米） ・SAM・GPC（酒粕） ・高圧米 ・オリゴ糖（ムカゴ） ・ケンフェロール（桑） ・ラクト

フェリン（乳） ・魚肉タンパク質（スケソウダラ） ・マスリン酸（オリーブ） ・オレアノール酸（パミス） ・モリン
（わかめ） ・トマチジン（青トマトから誘導） ・イヌリン（菊芋） ・DHA（ｵｰﾗﾝﾁｵｷﾄﾘｳﾑ藻類）

商品化素材（商品化15品目以上）

ホメオスタシス

多視点評価システムの確立

脳機能活性化 身体ロコモーション

運動 藻類

科学的エビデンス（論文化）商品開発

ヒト介入研究

産官学連携

国産の農林水産物にこれまでにない健康機能性を見出し、高付加価値化戦略を推進する
ことにより国際競争力の強化、輸出の促進、新たな地域産業の創出に寄与

経済的効果
社会貢献

健康寿命延伸
QOLの改善

国際展開
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「食と健康」の学術基盤

・市場創出効果： 脳・ロコモ機能性食品市場
（2030年） 3,443億円（SIP社会実装641億円）

・介護費低減効果：4,876億円(2030年）

機能性表示食品制度（平成27年4月～）

高付加価農林水産物・食品の海外展開



対象成分 実施機関 H30年度進捗状況 上市予定

プロシアニジン（黒豆等） 神戸大 血管機能が有意に改善 上市済み

γ-オリザノール（玄米） 琉球大 糖代謝機能および腸内細菌が有意に改善 上市済み

ケンフェロール（桑） 神奈川産総研 血中脂質の低下傾向 上市済み

ラクトフェリン（乳） 順天堂大 ストレスが有意に軽減 上市済み

アントシアニン（紫人参） 芝浦工大 脂質代謝改善 上市済み

タウリン 順天堂大 食後血糖抑制 H32.3 (商品化)

酒粕を利用した甘酒 酒類総研、兵庫県立大 認知機能指標が有意に改善 上市済み

酒粕乳酸再発酵エキス 理研、広島大 不安感軽減傾向を確認 H31.4 (商品化)

アントシアニジン等（黒米） 新潟薬科大 食後血糖抑制・アミロイドβ抑制の傾向 上市済み

ロスマリン酸（しそ等） 東京大、金沢大 臨床試験終了・認知機能改善効果解析 H32.3

オリゴ糖（ムカゴ） 神奈川産総研 腸内細菌叢の測定・解析を実施 H31.10 (商品化)

ノビレチン（柑橘類） 国立長寿医療セ 記憶力改善傾向・再臨床試験 H31.10 (商品化)

脳
機
能
活
性
化

魚肉タンパク質（スケソウダラ） 立命大、中京大、東京大 除脂肪量が有意に増加 H31.3 (商品化)

マスリン酸（オリーブ果実） 兵庫県立大、早稲田大 上半身の筋量増加等が有意に増加 上市済み

ロダンテノンB（マンゴスチン） 同志社大 抗糖化効果・肌質が有意に改善 上市済み

イヌリン（菊芋） 早稲田大 腸内環境改善 H31.10 (商品化)

クロモジ抽出物 同志社大 過剰摂取試験を実施 上市済み

身
体
ロ
コ
モ
維
持
・改
善

（ヒト試験実施状況）



筋機能 Up

SIPex(サイペックス)

3班：早稲田大学（1, 2, 4 班）

菊芋：朝食+朝運動

ゴボウ/魚肉タンパク/マスリン酸

脳体操

メタボウオッチ

（１）ヒトの介入試験で、乾燥菊芋粉末
５ｇを朝食時もしくは夕食時に摂取する
と、朝食時の方が食後血糖を抑え、こ
の効果は昼食時でも夕食時でも見ら
れた（これをセカンドミール効果という）。
また、朝食時摂取は、便秘解消に役
立ち、腸内細菌にも良い効果をもたら
した。菊芋はイヌリンを豊富に含んで
おり、ゴボウでも代用できるかもしれな
い。

（２）イヌリンや運動の効果～閉経後の
女性を中心にボート漕ぎ運動で動楽ト
レーニングたった2分!の「SIPex」と「メ
タボウォッチ」で運動効果をだす。

（３）菊芋やイヌリンの効果を記述し、
調理のレシピも記載した本を出版した

ISBNコード 2300100264288 
発行日 2019/01 （農文協）

http://shop.ruralnet.or.jp/b_no=
05_S0026428/
（田舎の本屋さん）



4班:自然免疫技組（1, 2, 3 班）

•３測定システム（特許取得すみ）の関連性は得られた
•今後の上市は、個別あるいは統合するかの調整が必要

ホメオスタシス多視点評価システムとしての3技術は構築

生体内異物を「作らせない」、「ためない」、「排泄する」に着目した極微量
な血液（低侵襲）、簡便、リアルタイム、誰でも(自己採血)測定可能システ
ム。社会実装の障壁となる医療機関での測定不要（Society5.0)

Anytime, Anybody, Real time, Easy, Low cost！





● 内閣府規制改革ホットライン（食薬区分）

SIP 「次世代機能性農林水産物・食品の開発」 研究の加速により、対象が増加

別添２リスト化合物

γ-オリザノール

酒粕

玄米

生鮮食品・加工品 特徴

･ 桑は、古 くは鎌倉時代 から
健康茶として飲み継がれてき
た

･ 「喫茶養生記」（栄西、13世紀
頃）に記載あり

･ 清酒もろみをこした固形部
･ 麹菌や酵母で発酵

生酛では乳酸菌も関与
･ 発酵食品そのもの
･ 精米24万ton →

清酒＋酒粕4.2万ton
S-アデノシルメチオニン

SAM、GPC、 葉酸、ポリアミン、

アグマチン、アミノ酸、βグルカン、
レジスタントプロテイン・・

桑葉

デオキシノジリマイシン、

ケルセチン、ケンフェロール、・・・

種もみ 玄米 白米

Husk removed Bran removed

White bitWhite bit
Bran

White bit
Bran
Husk 糠 粕

ぬか かす

γ-オリザノールは視床下
部・脳内報酬系の両方に働
きかけて動物性脂肪に対す
る嗜好性の悪循環を遮断し、
脳機能を改善する

高脂肪食摂取ラットへの桑
葉投与の効果を検証し、血
中トリグリセリド上昇が桑葉
摂取により緩和され、ヒト介
入試験で検証中

一般食品からの摂取不能
で、唯一の供給源が酒粕
（平均49mg/100g）

生鮮食品・その加工品に加え、伝統的な発酵食品も対象

SIP機能性の成果 — 制度化への取り組み



科学的エビデンスの取得

動物に食品を与え、摂取期間中の観察・生化学パラメータ測定・遺伝子発現解析
（作用メカニズム解明、パラメータ変動の事前予測、マーカー探索など）から評価

食品（試験食あるいはプラセボ食）の摂取前後の生化学パラメータ測定・血液の遺
伝子発現解析（メカニズム解明、マーカー測定）・アンケート調査等にて評価

機能性表示食品

基礎研究—ヒト介入試験のプラットフォーム
ヒト介入試験システムの制度化
JSPS・未病マーカー・ナンバリング委員会発足（2019.10〜）』
健康労働寿命延伸の食社会システム構築を提言

機能性食品

動物試験

ヒト試験

論文化

商品化

大学—地域農林水産業—企業—社会実装
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国際化・社会貢献


